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経営計画改定の議論の始まりに当たり

〇 東京の中央卸売市場は、長年にわたり都民の豊かな消費生活を下支えする重要な役割
を果たしてきた。一方で、少子高齢化や人口減少、消費行動の多様化などに伴い取扱数
量の減少や流通チャネルの多元化が進むなど、卸売市場を取巻く環境は大きく変化

〇 このような状況を踏まえ、引き続き中央卸売市場としての役割を果たせるよう、都は、
令和４年３月に「東京都中央卸売市場経営計画」を策定し、現在、市場業界と協力して
各種施策を推進

〇 これまで、各市場の特色等を生かした施設整備や補助金等の活用による市場業者の経
営改善などに取り組んでおり、具体的な進捗が見られる一方で、財政健全化の取組など
緒についたばかりのものもあり、更なる加速が必要

〇 加えて、足元では、急速に進む人手不足、物価高騰によるコストの増加、DX等の最新
技術の活用等、今後の市場経営において避けることができない課題が、深化・先鋭化

〇 将来にわたって、東京の中央卸売市場が、生鮮品等流通の中核的担い手としての役割
を果たすためには、山積する課題に継続的に取り組むことはもとより、刻々と変化し続
ける社会経済環境に的確に対応し、新たな領域の課題にも果敢に挑戦することが不可欠

〇 その対応を怠れば、中央卸売市場としての存在意義が問われることに

〇 こうした危機意識を、市場運営に携わるすべての関係者で共有しながら、「あるべき
中央卸売市場の姿」を追求し、次期経営計画の策定に着手
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本日、ご議論いただく内容

「東京都中央卸売市場経営計画」（令和４年３月）に基づく取組の進捗状況等を、同計

画の体系に沿ってご確認いただくとともに、今後の課題や進め方などについて、ご議論い

ただく。

少子高齢化・人口減少等の人口動態の変化、気候変動、物価高騰、生成AIやDX等の技術

進歩など、生鮮品等の生産や物流・流通に様々な影響を及ぼす環境の変化をご確認いただ

くとともに、こうした変化に対応し得る卸売市場のあり方などについて、ご議論いただく。

経営計画の改定に向けた検討体制や検討スケジュールなどについて、ご確認・ご議論いた

だく。
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Ⅰ 経営計画に基づく取組の状況について

Ⅱ 中央卸売市場を取り巻く環境の変化

Ⅲ 経営計画の改定の進め方



Ⅰ 経営計画に基づく取組の状況について
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【経営計画の体系】

〇 都は、令和３年３月に、中央卸売市場が、都民に生鮮品等を円滑かつ安定的に供給する

基幹的なインフラとしての役割を、将来にわたって果たすことができるよう、今後の市場

経営のビジョンを示すものとして、「東京都中央卸売市場経営指針」を策定

〇 経営計画は、指針で掲げた「2040年代の中央卸売市場の姿」及び「持続可能な市場経

営」の実現に向けて、令和４年度から令和８年度までの５年間を計画期間とし、都が取り組

む施策と財政計画を示す中期経営計画（計画の体系は下図のとおり）

「東京都中央卸売市場経営計画」（令和４年３月）の概要

長期収支 財政収支計画

財政見通し
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１ 市場全体の機能の最適化と各市場の機能強化

生鮮品等流通の基幹的なインフラとして都民の消費生活を支えるため、各市場の特色等に応じた機能

強化を図るとともに、11市場が形成しているネットワークを強化し、市場全体として最適な機能を発揮

１ 計画要旨

【淀橋市場拡張整備事業】 【板橋市場の機能強化】

○ 老朽化した総合事務所棟の建て替えにあわせ、加

工・パッケージエリア、低温卸売場を整備し機能拡張

○ 狭隘な敷地を有効活用した業界による物流効率化に

向けた取組（無人搬送等による物流DX）を後押し

○ 周辺市場との機能集約も視野に入れ、区部北西部の

青果物流通の広域拠点としての機能強化を推進

○ 令和６年度までに機能強化に向けた方向性などをま

とめた「板橋市場機能強化事業に係る基本計画」策定

＜新総合事務所棟（仮称）＞ ＜機能強化に向けた６つの方向性＞
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〇 淀橋市場や板橋市場などの市場で各市場の特色等に応じた機能強化を図る施設整備が具体化

〇 機能強化に際し、無人搬送機などの最新技術を活用した荷役作業の迅速化・省力化も推進

〇 特定市場への荷の集中などの課題が顕在化しており、ネットワーク機能の発揮は取組の深化が必要

２ これまでの取組状況と主な取組等

＜無人搬送等によるDX＞



２ 市場施設の計画的な維持更新

【建物毎の維持更新計画案（抜粋）】

〈外観〉 〈外壁劣化状況〉

（ひび）

〈屋上〉

2026 2027 2028 2029 2030

R8 R9 R10 R11 R12

屋根、外壁、

サッシ、シャッ

ター、電源設備

高圧変電設備
高圧ケーブル、

照明設備

高圧変電設備、

高圧ケーブル、

給排水衛生設備

改修 改修 改修 改修

年　　度
耐震

基準

青果棟 改修 37 新耐震

名　称

(主要建物)
分類

2026年

3月末時点

経過年数

更新基準年度 1 2 3

防水 R3

屋根 S63 改修

外壁 S63 改修

サッシ S63 改修

シャッター
スチールシャッ

ター：Ｓ63他
改修

高圧変電設備 S63 改修

高圧ケーブル S63

電源設備 R5他 改修

照明設備
かぶ・たけの

こ:H30他

給排水衛生 S63

昇降機 R2

計画年

　青果棟

　分類　改修

(新耐震：

 維持更新施設)
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施設管理者の立場から、各市場における市場施設の類型に応じて、個々の建物の改修・改築などの更

新手法や予防保全の考え方を示し、施設の計画的な維持更新を推進

１ 計画要旨

〇 令和４～５年度に、全市場（豊洲市場を除く）の主要な建物（52棟）を対象とした劣化度調査を実

施し、令和６年度に、今後20年間を想定した「整備手法と維持更新計画策定方針案」を作成

〇 年間約570件（約30億円）以上の維持更新工事を実施（Ｒ１～５年度の平均）。工事は、市場関係

者と調整の上、市場運営に支障のないよう予防保全・事後保全の両面から施工

〇 今後は、物価や人件費の上昇に伴い工事費が高騰する中にあって、施設や設備の利用状況の実態に

即した維持更新の進め方について検討する必要

２ これまでの取組状況と主な取組等

【維持更新経費（令和元～５年度】

0

100

200

300

400

500

600

700

0

1,000

2,000

3,000

4,000

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

改良件数 修繕件数 施設改良費 修繕費

百万円
件



３ 強固で弾力的な財務基盤の確保

【経営レポートも活用し市場業界と意見交換】 【経営改善の取組（植栽管理・ＬＥＤ化）】

8

目指すべき財務基盤の水準である市場会計の経常黒字化に向けて、市場会計の現状と課題を整理した

「経営レポート」を作成し、更なる経営改善策の実施などを推進

１ 計画要旨

〇 市場会計の状況などを管理会計の手法により精緻に把握・分析した「経営レポート」を令和６年か

ら毎年作成・公表

〇 この「経営レポート」も活用し「市場会計の財政状況と都の経営改善の取組等」をテーマに業界と

の意見交換を実施するなど、都と業界との間で経営改善に要する使用料を含めた課題の明確化等の

議論に着手

〇 市場施設の整備や経営支援等の市場の活性化に向けた取組と、それに必要な財政基盤の確保の重要

性について、業界と共有

〇 植栽管理等の委託経費の見直しやＬＥＤ化の推進による電気料金の削減など市場運営経費を縮減す

るための取組も推進

２ これまでの取組状況と主な取組等



４ 基幹的なインフラとしての機能の強靭化

【衛生対策工事】 （足立市場） 【画像解析によるセキュリティ強化】
（大田市場）

【指導監督に係る職員研修】

中央卸売市場が、今後も生鮮品等流通の基幹インフラとして機能できるよう、市場流通に対する信頼

性の向上やサプライチェーンの結びつきの強化、市場業者の経営基盤の強化に取り組む。

１ 計画要旨

〇 公平・公正な取引環境の確保のため、取引参加者への指導監督体制を研修等で強化するとともに、

品質衛生管理を徹底するための市場業者向けの講習会や必要な施設整備を推進

〇 画像解析技術を活用した物流効率化やセキュリティ強化を図る実証実験を行うなど、ＤＸを推進

〇 市場業者の意欲ある取組を補助事業で支援するとともに先進事例の水平展開に努めるほか、経営相

談や専門家と連携した情報発信などにより、市場業者の経営基盤の強化を促進

〇 生成ＡＩ等をはじめとする先端技術の発展は著しく、最新の技術動向を踏まえて積極的に活用し、

市場取引の信頼性向上や活性化、市場業者の経営基盤の強化につなげる必要

２ これまでの取組状況と主な取組等
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５ 市場取引の活性化に向けた取組の強化

【買受人への荷の置き場案内サービス・物流効率化に向けた通信基盤整備（大田市場）】
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技術の進歩や消費者の嗜好の変化などがある中にあっても、市場取引が活性化するよう、物流や商流

の高度化・効率化を図るとともに、多様な消費者ニーズへ対応するための取組を推進

１ 計画要旨

〇 スマホ上で買受人に荷の置き場を案内するサービスの提供等、先駆的な取組を業界と進めるほか、

施設整備を機に、市場をストックポイントで活用する検討を始めるなど、物流効率化の取組を推進

〇 また、 ＥＣサイト（ＢｔｏＢ）を用いた販路拡大に取り組む市場業者を、補助事業等により後押し

するなど、商流の高度化・効率化に対応した取組を推進

〇 こうした取組は一部の市場や市場業者にとどまっており、物流問題や人材確保の困難性が、社会的

な課題となる中、市場全体の取組となるよう更なる拡大を図る必要

２ これまでの取組状況と主な取組等

先行整備（R6) 第１期（R7~） 第２期 第３期

通信基盤（Ｗｉ－Ｆｉ）整備青果卸３社で開発した「荷置場案内システム」 (R7年3月から稼働開始)

都は、補助事業等によりシステム開発を支援



６ 市場事業のサステナブル化
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【省エネ機器への補助】 【市場まつり】

（豊洲市場）

【食育・花育事業】

（北足立市場・大田市場）

ゼロエミッション化などの環境問題への対応や、地域社会との共生、働き方改革の推進など、中央卸

売市場として、社会的な要請に対応するための取組を推進

１ 計画要旨

〇 太陽光発電設備の導入や照明のＬＥＤ化など市場施設における環境配慮の取組を推進するとともに、

省エネ型グリーン冷媒機器の導入経費への補助等により、市場業者の取組も後押し

〇 市場を地域住民にも開放する市場まつりの開催や、市場業者のノウハウを生かした食育・花育教室

を開催するなど、地域社会との共生を図る取組を推進

〇 働き方改革の社会的な要請も考慮した休開市日の設定などの取組も進めているが、一方で、人材確

保が困難な状況は続いており、市場機能を維持する観点からも、さらなる取組が必要

２ これまでの取組状況と主な取組等



Ⅱ 中央卸売市場を取り巻く環境の変化
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卸売市場における取引の現状

○ 卸売市場経由率は、花きはおおむね横ばいだが、青果物、水産物、食肉は漸減傾向で推移

○ 都の中央卸売市場における取扱数量は、水産物、青果物ともに年々減少

（対H27比 【水産物】約32.5％減 【青果物】約17.5％減）

（出典）「卸売市場をめぐる情勢について」農林水産省

都の中央卸売市場における取扱数量/トン（水産物、青果物）我が国における卸売市場経由率の推移

約３割減

約２割減

13東京都中央卸売市場,市場統計情報より作成

(水産)

(青果)



【卸売市場に係る論点】

・人口構成の変化に伴う生産者や消費者の量的・質的両面の変化に対応できるのか？

・物流などサプライチェーンや市場取引における担い手の不足にどう向き合うのか？

１ 人口減少・少子高齢化

（出典）「明日への統計2025」総務省
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○ 日本の総人口は既に減少局面にあり、東京都の人口も2030年をピークに減少に転ずる見込み

○ 生産年齢人口の占める割合も、2050年には大幅に減少することが予測されている。

（出典）「2050東京戦略附属資料 東京の将来人口 」東京都

東京都の人口及び年齢階級別人口の推計 日本の人口ピラミッド



（参考） 卸売業・小売業の就業者予測、ドライバー不足

ドライバー不足（物流2024年問題）

卸売業・小売業者の就業者予測

（出典）「東京都就業者数の予測」東京都の一部を抜粋

【卸売市場に係る論点】

・市場における働き手の不足が見込まれる中、市場業務のあり方は今のままでいいのか？

・ドライバー不足に伴って物流のあり様が変化した時、卸売市場はソフト・ハードの両面

において対応できるのか？

○ 都の就業者予測では、2040年の卸売業・小売業の就業者数は、対2015年比で約40万人弱の減少

○ ドライバーの有効求人倍率は高止まり、2030年には輸送能力や輸送量の不足が一層拡大する見込み

（出典）「知っていますか、物流の2024年問題」公益財団法人全日本トラック協会HP
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２ 気候変動

（出典）「日本の年平均気温偏差の経年変化（1898～2024年）」国土交通省 （出典）「大雨や猛暑日など（極端現象）のこれまでの変化」国土交通省

１時間降水量50㎜以上の年間発生回数（全国）日本の平均気温偏差の推移

【卸売市場に係る論点】

・気候変動に伴う生鮮品等供給の不安定化や品質管理の問題に加え、労働環境の変化等に

適切に対応できるか？

・災害が発生した場合でも、生鮮品等流通の中核機能を維持するための備えは万全か？

○ 日本の年平均気温は変動を繰り返しながら上昇し、長期的には100年あたり1.4℃の割合で上昇

○ 日本における豪雨の発生回数は漸増傾向にあり、直近では年間300回を超える豪雨が発生
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３ 物価の高騰

（出典）「2020年基準消費者物価指数」総務省

（出典）上段「最近の建設業を巡る状況について」、下段「令和７年３月から適用する設計業務委託等技術者単価について」国土交通省

主要建設資材などの価格推移消費者物価指数（令和６年度平均）

【卸売市場に係る論点】

・物価の高騰は、支払い給与や支払金利の上昇等を通じて、市場業者の経営に影響が及ぶ

おそれがあるが、十分な経営体力を確保できているか？

・工事費や委託経費等の増大が見込まれる中、市場会計の健全性を保てるのか？

○ 消費者物価指数は近年大幅に伸長し、2024年の指数は対2020年比で１割弱も増加

○ 主要な建設資材の価格や設計等に係る人件費についても、物価高騰の動きと同様に大幅に伸長
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４ 先端技術の進歩と活用

（出典）「令和７年度情報通信白書データ集」総務省

AI・IoT等のシステム・サービスの導入状況

（出典）「物流ロボティクス市場に関する調査（2025年）」
株式会社矢野経済研究所（2025年３月11日発表）

我が国の情報化投資の推移

【卸売市場に係る論点】

・情報技術等の進歩が著しい中、物流・商流はこの流れに即したものとなっているのか？

・荷捌き等の労働集約型業務への対応が不可避な一方で、担い手不足が見込まれる状況に

あって、先端技術に対しどのように向き合っていくのか？

○ 民間企業における情報化投資は着実に増加し、AI・IoT等のサービスを導入する動きも拡大

○ 国内の物流に係るロボティクスの市場規模は、2030年度には2023年度の約３倍まで増大する予測

18

物流ロボティクスの国内市場規模予測

×３



〇 そもそも卸売市場の存在意義とは何なのか？今後も必要とされているのか？

市場を巡る環境が大きく変化する今、なお、存在意義は不変なのか？

〇 なぜ公共部門として設置されているのか？その必要性は変わりないのか？

〇 開設者・市場業者として、卸売市場のあり方は今のままでよいのか？

卸売市場は、将来にわたって持続可能なものとなっているのか？

これからの卸売市場はどうあるべきなのか？
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公平公正な取引、衛生管理

安全・安心をはじめとしたニーズへの対応

・幕府の需要に対応しつつ、一般庶民に魚を販売
・同業者間の競争や取引の乱れ、不十分な衛生管理

江戸～大正

昭和前期

昭和後期（高度経済成長）

・戦費増大によるインフレに伴う、卸売価格の高騰
・配給統制規則の公布により、市場機能が事実上停止

戦時下における生鮮品等の配給拠
点

・戦後復興と日本経済の高度成長
・都市化、人口集中による需要増大

～ これまで

増大する消費需要への安定供給

これから

・流通チャネルの多元化や技術発展・情報化進展
・消費の成熟化によるニーズの多様化

・急激かつ予測できない、社会・天候・技術の変化
・少子高齢化や人口減少による需要減少

これからの市場のあり方は？

【時代背景と卸売市場に求められてきた役割】

卸売市場はこれまでも時代の変化に応じてその役割を進化させてきた歴史がある。
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Ⅲ 経営計画の改定の進め方
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回数 開催日程 議 題

第１、２回
令和７年10月
～11月

都の中央卸売市場の現状と課題の整理
→ 経営計画の取組状況や市場を取り巻く環境について、民間調査機
関への調査委託も活用し、現状と課題を整理

第３、４回
12月
～令和８年１月

計画改定に向けたテーマ設定や取組の方向性等の整理
→ 課題を深掘りし、次期計画のテーマや全体構成・取組の方向性を
とりまとめ。第87回卸売市場審議会へ報告

第５～８回 ５月～８月
施策内容の具体化及び計画骨子
→ 次期計画のテーマや取組の方向性に基づき、施策内容を具体化し、
次期計画の骨子を作成。第88回卸売市場審議会へ報告

第９～10回 12月～１月
次期計画（案）のとりまとめ
→ パブリックコメント等を踏まえ、次期計画をとりまとめ。第89回
卸売市場審議会へ答申

【計画部会の開催日程及び議題（予定）】

2２

１ 検討体制（案）

〇 計画の改定に向けた議論を機動的かつ専門的に行うため、審議会条例に基づき「計画部会」を設置

○ 部会は、審議会委員のうち学識経験者の５名に依頼



2３

７年度 ８年度

９ 10 11 12 １ ２ ３ 前期 後期

審議会

計画
部会

その他

計画改定【諮問】 見直しの方向性 計画改定【答申】中間のまとめ

パブ
コメ

(内外環境分析、課題・方向性整理 等) （計画目標・施策の具体化、骨子整理等)（パブコメ対応等)

民間調査機関への基礎調査委託・計画策定支援

市場業界との意見交換

２ 全体スケジュール

（第86回） （第87回） （第88回）
（第89回）



（参考資料）
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市場施設の老朽化

○ 市場取引を支える施設の多くは高度経済成長期に建設されており、老朽化が進行

○ すべての施設を更新するためには、巨額のコストが必要
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市場業者の経営状況（業者数）

【過去10年間の推移】

○ 市場取引の担い手である市場業者（特に仲卸業者など）の数は、減少傾向

○ 卸売業者数はH27と比して現状変更なし（全33社）

２6

※参考数値は厚生労働省就労条件総合調査より

売買参加者の数推移仲卸業者数の推移



市場業者の経営状況（仲卸）

○ 仲卸業者をはじめとして、市場取引の担い手である市場業者の経営環境は厳しい。

                         

     

     
     

     
     

    

     

     

     

     

      

Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

（花き）仲卸業者営業  の状況

営業利 （  業者） 営業  （  業者）

※仲卸業者の経営状況より27



市場会計の状況

○ 近年、卸売市場の取扱金額は増加傾向（次項参照）にあるが、取扱数量や取扱金額の劇的な回復は期

待できない中、市場会計の経常収支は恒常的に  

○ 物価高騰などの影響を受け、人件費や市場施設の維持管理に要する経費が増加傾向
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○ 都の中央卸売市場における取扱金額は、近年、水産物・青果物ともに増加傾向

（対H27比 【水産物】約2.0％増 【青果物】約4.9％増）

約３割減
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東京都中央卸売市場,市場統計情報より作成

都の中央卸売市場における取扱金額/百万円（水産・青果）

467,929

477,185

579,275

607,810

全国の中央卸売市場における取扱金額/百憶円

（出典）「卸売市場をめぐる情勢について」農林水産省
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